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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧ケースのための回転機構（１）であって、
　２つのスタッド（５）を備える摺動部（２）を備え、スタッド（５）の各々は摺動部（
２）上へ押し付けられる渦巻形ケーシング（３）の螺旋状開口部（６）を横切り、前記ス
タッド（５）は各々、渦巻形ケーシング（３）上へ押し付けられる外部スリーブ（４）の
内部に配置される長手方向ポート（７）の中へ延在し、
　摺動部（２）が２つの部品、すなわち、化粧品を受容するように設計される受台（１３
）を備える上端と、スタッド（５）がその下端に配置され、長手方向に延在する円筒形部
分（１４）と、からなることを特徴とし、
　前記円筒形部分（１４）の外径が前記渦巻形ケーシング（３）の内径に等しく、受台（
１３）の外径が外部スリーブ（４）の内径に等しく、
　前記渦巻形ケーシング（３）の外径は、前記外部スリーブ（４）の内径に対応し、かつ
、前記受台（１３）の外径に等しいことを特徴とする、回転機構（１）。
【請求項２】
　渦巻形ケーシング（３）が２つの螺旋状開口部（６）が配置される円筒形本体部（８）
からなり、前記円筒形本体部（８）がクラウン（９）によって延ばされることを特徴とす
る、請求項１に記載の回転機構（１）。
【請求項３】
　外部スリーブ（４）が、渦巻形ケーシング（３）の内部に配置される周囲溝（１１）の
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内部に嵌合する内周リブ（１０）を備えることを特徴とする、請求項１または請求項２に
記載の回転機構（１）。
【請求項４】
　周囲溝（１１）が、渦巻形ケーシング（３）の円筒形本体部（８）の内部に配置される
前記螺旋状開口部（６）の下端の下方に位置することを特徴とする、請求項２または請求
項３に記載の回転機構（１）。
【請求項５】
　前記スタッド（５）が、少なくとも横方向に移動可能であることを特徴とする、請求項
１から請求項４のいずれか１項に記載の回転機構（１）。
【請求項６】
　渦巻形ケーシング（３）の円筒形本体部（８）の下端が、外部に向かって延在する少な
くとも１つの可撓性のスラット（１２）を備えることを特徴とする、請求項２から請求項
５のいずれか１項に記載される回転機構（１）。
【請求項７】
　クラウン（９）の上部が、外部スリーブ（４）の押付けの方向を制限する周囲ストップ
リング（１５）を備えることを特徴とする、請求項２から請求項６のいずれか１項に記載
の回転機構（１）。
【請求項８】
　３つの本体部品、すなわち、前記摺動部（２）と、前記渦巻形ケーシング（３）と、前
記外部スリーブ（４）と、からなることを特徴とする、請求項１から請求項７のいずれか
１項に記載の回転機構（１）。
【請求項９】
　前記渦巻形ケーシング（３）が、外部スリーブ（４）の内部に配置される上側リブ（１
８）に組み立てられる上側溝（１７）を備えることを特徴とする、請求項１から請求項８
のいずれか１項に記載の回転機構（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧ケース、より特定的には口紅棒のための回転機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、文献ＦＲ２９５５４６９およびＵＳ５５９７２５２によって開示されるように
、回転機構は、２つの長手方向ポートを備える内部シースの内部に包まれるスタッドを備
える摺動部からなり、２つの螺旋状の溝を備える外側の覆いの内部にそれ自体が包まれる
。摺動部のスタッドは、内部シースのポートを横切り、外部ケーシングの螺旋状の溝の中
へ延在する。回転機構は、外側ケーシングによって下側の包装部品に接続される。口紅ま
たはリップクリームのスティックなどの化粧品からなるビュレットを備える摺動部は、渦
巻形ケーシングと上側の包装とによって形成されるアセンブリの回転によって、軸方向の
移動運動を受ける。閉鎖キャップは、このように作製される化粧ケースを螺旋状に封止す
るように、下側の包装部品に対応する回転機構の上端へ押し付けられる。
【０００３】
　口紅またはリップクリームのビュレットは、一般に、化粧ケースの底部によって成型さ
れ、または前もって成形されて摺動部の中へ設置される。
【０００４】
　下側の包装と機構とは、一般に、口紅のビュレットの最終的な包装装置によって行われ
得ない、特別な組立てを必要とするような方法で嵌められる。この目的のために、回転機
構は、機構の分配器によって下側の包装部品に予め組み立てられる。
【０００５】
　下側の包装部品は、文献ＵＳ５５９７２５２によって開示されるように、口紅ビュレッ
トが成型された後に適切なカバーによって覆われる、充填穴を備える。しかしながら、口
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紅ビュレットの配置または成型における誤差は、機構および下側の包装部品の両方を使用
不可にし、その後それらは廃棄されなければならない。
【０００６】
　使用者の唇と接触し、化粧品のビュレットが出てくる、文献ＦＲ２９５５４６９におけ
る回転機構の上端は、斜めになっており、機構の中央部に配置される部分に設置される。
この部分は、内部に摺動部が案内される内部シースである。内部シースの円筒形の形状は
、一定ではなく、すなわち、２つの異なる直径を有する２つの円筒形部からなる。金属材
料の内部シースの場合、これらの回転機構の上端は、したがって、使用者の唇を刺激し得
る鋭縁部を備える。これらの鋭縁部は、プレス加工によって丸くされることはできない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明は、前述の欠点を是正する、化粧ケースの回転機構の改良を提案す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このように、本発明に係る化粧ケースの回転機構は、２つのスタッドを備える摺動部か
らなり、その各々は、摺動部の中へ挿入される渦巻形ケーシングの螺旋状開口部を横切り
、スタッドは各々、渦巻形ケーシング上へ押し付けられる外部スリーブの内部に配置され
る長手方向ポートの中へ延在する。
【０００９】
　我々は、ここで、渦巻形ケーシングが、２つの螺旋状開口部が配置される円筒形本体部
からなり、円筒形本体部はクラウンによって延ばされることを追加すべきである。
【００１０】
　我々は、ここで、外部スリーブが、渦巻形ケーシングの内部に配置される周囲溝の内部
に嵌合する内周リブを備えることを述べる。
【００１１】
　我々は、ここで、周囲溝が、渦巻形ケーシングの円筒形本体部の内部に配置される螺旋
状開口部の下端の下方に配置されることを特定する。
【００１２】
　１つの実施形態の態様によれば、スタッドは、少なくとも横方向に移動可能である。
　１つの特徴によれば、渦巻形ケーシングの円筒形本体部の下端は、外側に延在する少な
くとも１つの可撓性のスラットを備える。
【００１３】
　１つの実施形態の態様によれば、摺動部は、２つの部品、すなわち、化粧品を受容する
ように設計される受台を備える上端と、スタッドがその下端に配置される細長い円筒形部
分と、からなる。
【００１４】
　先行する実施形態の態様によれば、延ばされた円筒形部分の外径は、渦巻形ケーシング
の内径にほぼ等しく、受台の外径は、外部スリーブの内径にほぼ等しい。
【００１５】
　１つの追加の特徴によれば、クラウンの上部は、外部スリーブの押付けの方向を制限す
る周囲ストップリングを備える。
【００１６】
　１つの好ましい実施形態の態様によれば、回転機構は、３つの本体部、すなわち、摺動
部と、渦巻形ケーシングと、外部スリーブと、からなる。
【００１７】
　１つの実施の態様によれば、渦巻形ケーシングは、外部スリーブの内部に配置される上
側リブと組み立てられる上側溝を備える。
【００１８】
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　本発明の他の特徴および利点は、制限的でない例としてのみ与えられる、以下の説明か
ら、および添付の図面から明らかにされる。
【００１９】
　図１～図１１は、本発明の１つの実施形態の態様に係る化粧ケースの機構の図である。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】外部スリーブ、渦巻形ケーシング、および摺動部を備える機構の、前面図かつ部
分断面図である。
【図２】図１の断面図の拡大図である。
【図３】摺動部が下側の位置にある、線Ａ－Ａに沿った図１の断面図である。
【図４】摺動部が上側の位置にある、線Ａ－Ａに沿った図１の断面図である。
【図５】化粧品のビュレットの成型に適する摺動部の前面図である。
【図５ａ】図５の線Ｃ－Ｃに沿った断面図である。
【図６】線Ａ－Ａに沿った図５の断面図である。
【図７】外部スリーブの前面図である。
【図８】線Ａ－Ａに沿った図７の断面図である。
【図９】渦巻形ケーシングの前面図である。
【図１０】渦巻形ケーシングの線Ａ－Ａに沿った断面図である。
【図１１】図１０の拡大図である。
【図１２】化粧品のビュレットを固定することが意図される摺動部の前面図である。
【図１２ａ】図１２の線Ｃ－Ｃに沿った断面図である。
【図１３】図１２の線Ｂ－Ｂに沿った断面図である。
【図１４】本発明の１つの実施の態様に係る、渦巻形ケーシングの前面図である。
【図１５】本発明の１つの実施の態様に係る、外部スリーブの前面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　このように、本発明に係る回転機構（１）は、口紅棒に適しており、互いに内部に組み
立てられる３つの本体部を備える。回転機構（１）は、摺動部（２）と、渦巻形ケーシン
グ（３）と、外部スリーブ（４）と、からなる。
【００２２】
　用語「外部スリーブ（４）」は、本記載のその他の部分でより詳細に述べられるように
、取外し可能な閉鎖キャップなどの少なくとも１つの上側の包装部品と接触する本体部を
意味すると理解されるべきである。
【００２３】
　摺動部（２）および渦巻形ケーシング（３）は優先的には合成材料で作製される一方、
外部スリーブ（４）は優先的には金属材料で作製される。
【００２４】
　本記載のその他の部分では、回転機構（１）は、使用者の位置、すなわち図１～図１３
に示されるように上方向に向けられた回転機構（１）の上端にあることが理解されるべき
である。
【００２５】
　同様に、軸方向位置は、頂部から底部に向けられた長手方向位置に対応することが理解
され、用語「横方向位置」は、回転機構（１）の上端および下端を通る軸に対して垂直で
ある位置を意味すると解されるべきである。
【００２６】
　情報目的のため、我々は、口紅棒を、口紅またはリップクリームの標準的な管よりも概
して直径がより小さく、より長い、化粧ケースと呼ぶことにする。したがって、摺動部は
、標準的な化粧ケースのそれよりも長い長さを有する。
【００２７】
　この回転機構（１）は、下側の包装部品および上側の包装部品と関連する、すなわち、
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その下端の基部は、回転機構（１）の自由上端へ押し付けられ、かつ化粧ケースを完全に
かつ螺旋状に閉鎖するように外部スリーブ（４）の周りに位置決めされる閉鎖位置に配置
される、取外し可能な閉鎖キャップに対応するが、これは他の態様で行われてもよく、閉
鎖キャップは、この下方の周囲に配置される環状リブを介して、外部スリーブ（４）の周
りに間接的に適用される。
【００２８】
　これらの３つの本体部は、摺動部（２）が渦巻形ケーシング（３）の内部に包まれる一
方、外部スリーブ（４）がこの上へ押し付けられるように適合される、概ね円筒形の形状
を有する。
【００２９】
　一般に、摺動部（２）は、本記載のその他の部分でより詳細に説明されたように、互い
に対向して配置され、各々が渦巻形ケーシング（３）の螺旋状開口部（６）の中へ嵌合し
、それらの各々は、外部スリーブ（４）の内部に配置される長手方向ポート（７）の中へ
延在する２つのスタッド（５）を備える。
【００３０】
　摺動部（２）は、その上端において、化粧品を収容するように設計される、カップとも
呼ばれる受台（１３）として現れ、ほぼその下端にスタッド（５）が配置されるより小さ
な直径の細長い円筒形部分（１４）によって延ばされる。
【００３１】
　受台（１３）は、たとえば、受台（１３）の垂直方向壁に対して径方向に配置されるフ
ィンを備える。これらのフィンは、化粧品のビュレットを所定の位置に維持するのを助け
る。
【００３２】
　図３および図４に図示されるように、受台（１３）の外径は外部スリーブ（４）の内径
にほぼ対応する一方、細長い円筒形部分（１４）の外径は渦巻形ケーシング（３）の内径
にほぼ対応する。
【００３３】
　我々は、渦巻形ケーシング（３）の外径は外部スリーブ（４）の内径に対応し、したが
って受台（１３）の外径にほぼ等しいと理解している。
【００３４】
　我々は、ここで、摺動部（２）上のスタッド（５）が可撓性のブラケット上に設置され
ることを述べる。したがって、スタッド（５）は、少なくとも横方向に可撓性であり、す
なわちそれらは渦巻形ケーシング（３）の螺旋状開口部（６）の内部に係合する一方、そ
れらは外部スリーブ（４）の長手方向ポート（７）内で動く。
【００３５】
　我々は、ここで、これらのスタッド（５）は、図５、図６、図１２および図１３に示さ
れるように、細長い円筒形部（１４）の本体に対して、横方向の突出として現れることを
指摘すべきである。可撓性のブラケットは、それらの上側の先端によって摺動部（２）の
壁上に保持され、側部切欠きおよび下側切欠きが、少なくとも横方向の可撓性、すなわち
少なくとも径方向の可撓性をスタッド（５）に提供する、可撓性のブラケットを画定する
。
【００３６】
　我々は、ここで、渦巻形ケーシング（３）が、その本体部品（８）の円筒形の壁に、そ
の上端に向かって開いている２つの螺旋状開口部（６）を備えることを追加する。
【００３７】
　このように、渦巻形ケーシング（３）の螺旋状開口部（６）は、これに対して特定の長
手方向の可撓性を提供し、摺動部（２）のストロークの端部において、化粧品がその寿命
の終わりであるとき、渦巻形ケーシング（３）の可撓性による摺動部（２）のばね効果を
生じさせる。
【００３８】
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　この欠点を是正するために、本発明の１つの実施の態様によれば、渦巻形ケーシング（
３）は、有利には周囲の、より正確にはその上端において部分的に周囲の、より正確には
図１４に示されるように螺旋状開口部（６）の上端の、上側溝（１７）を備える。
【００３９】
　用語「部分的に周囲の上側溝」（１７）は、螺旋状開口部（６）上へ出る上側開口部が
配置される周囲の溝を意味すると解されるべきである。
【００４０】
　この上側溝（１７）に対応して、優先的に周囲にある上側リブ（１８）が、外部スリー
ブ（４）の部分の内部の中へ突出するような態様で、外部スリーブ（４）の内部に配置さ
れる。
【００４１】
　図１５に示される実施形態の態様によれば、上側リブ（１８）は、周囲にあり、すなわ
ち外部スリーブ（４）の輪郭の内周の全体にわたって突出する。
【００４２】
　図１５に示されるように、上側リブ（１８）は長手方向ポート（７）の上方に位置する
ことが理解されるべきである。
【００４３】
　我々は、ここで、上側リブ（１８）と上側溝（１７）との組立てが、化粧品がその寿命
の終わりに用いられるときに、ストロークの終わりで摺動部（２）のばね効果をなくして
、渦巻形ケーシング（３）が外部スリーブ（４）との長手方向の移動において協働するこ
とを可能にすることを指摘するべきである。
【００４４】
　我々は、ここで、図２に示されるように、および本記載のその他の部分でより詳細に説
明されたように、螺旋状開口部（６）の下端の下方の、渦巻形ケーシング（３）の円筒形
本体部（８）の下部が、外部スリーブ（４）の内壁の下部の内部に配置される内周リブ（
１０）と係合する、周囲溝（１１）を備えることを述べる。
【００４５】
　外部スリーブ（４）の内周リブ（１０）とのこの周囲溝（１１）の嵌め合いは、これら
の２つの本体部品を所定の位置に保持することだけでなく、これらの２つの部品の互いに
対する回転に関与することを可能にする。
【００４６】
　１つの特徴によれば、螺旋状開口部（６）の下端の下方における、同様に有利には周囲
溝（１１）の下方における、渦巻形ケーシング（３）の円筒形本体部（８）の下部は、渦
巻形ケーシング（３）の外周に沿って規則的に分配される、少なくとも１つの可撓性のス
ラット（１２）、有利には複数の可撓性のスラット（１２）、好ましくは４つの可撓性の
スラット（１２）を備える。
【００４７】
　示される実施形態の態様によれば、周囲溝（１１）は、より正確には連続的に周囲にあ
り、すなわち周囲の同心の溝の部分を備え、その中に可撓性のスラット（１２）が位置す
る。
【００４８】
　可撓性のスラット（１２）は、渦巻形ケーシング（３）の全体の輪郭を越えて概ね外部
に向かって延在し、示される実施形態の態様によれば少なくとも１つの横方向の突出とし
て現れ、その下端によって円筒形本体部（８）に取り付けられる一方、側部切欠きおよび
上側切欠きによって円筒形本体部（８）から部分的に離れる。
【００４９】
　前述の特徴によれば、外部スリーブ（４）が渦巻形ケーシング（３）上に嵌合されると
き、少なくとも１つの可撓性のスラット（１２）は、外部スリーブ（４）の内壁と接触し
、わずかに内側に縮む。
【００５０】
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　我々は、ここで、これらの可撓性のスラット（１２）が、外部スリーブ（４）と渦巻形
ケーシング（３）との間の径方向の遊びを吸収し、これらの２部材を制御し、ひいては渦
巻形ケーシング（３）と外部スリーブ（４）とからなるアセンブリの回転を遅くし、使用
の快適さを与えることを指摘するべきである。
【００５１】
　示される実施形態の態様によれば、渦巻形ケーシング（３）の円筒形本体部（８）は、
クラウン（９）によってその下端に向かって延ばされる。
【００５２】
　我々は、ここで、本願に示される実施形態の態様によれば、渦巻形ケーシング（３）お
よびクラウン（９）は同一の本体部の一体部分であることを追加するべきである。
【００５３】
　我々は、ここで、クラウン（９）の上部が、周囲溝（１１）の下方に位置する、周囲ス
トップリング（１５）を備えることを述べるべきである。この周囲ストップリング（１５
）は、外部スリーブ（４）が渦巻形ケーシング（３）上に嵌合されているとき、および内
周リブ（１０）との周囲溝（１１）の組立てプロセスの間、たわみを下側に制限するとい
う主要な役割を有する。
【００５４】
　我々は、ここで、周囲ストップリング（１５）は、組立て位置にあるとき、外部スリー
ブ（４）の下端に接触しないことを指摘すべきである。
【００５５】
　１つの追加的な特徴によれば、クラウン（９）の外面は、等距離にあり、規則的に離間
される溝（１６）を備える。クラウン（９）は下側の包装部品、すなわち基部の内部に嵌
合されるため、既に説明されたように、溝（１６）は基部の内部の圧力下でクラウン（９
）を保持することに貢献する。
【００５６】
　既に特定されたように、外部スリーブ（４）は、その円筒形壁に、内部に摺動部（２）
からのスタッド（５）が嵌合される、互いに対向して配置される２つの長手方向ポート（
７）を備える。
【００５７】
　使用者が外部スリーブ（４）を保持している間、渦巻形ケーシング（３）は、クラウン
（９）と渦巻形ケーシング（３）とからなるアセンブリの軸方向の回転の間に、摺動部（
２）を軸方向の移動において駆動させることを可能にする。
【００５８】
　長手方向ポート（７）は、渦巻形ケーシング（３）の円筒形本体部（８）の高さに対応
する長さである。一方、摺動部（２）の細長い円筒形部分（１４）の本体は、渦巻形ケー
シング（３）の円筒形本体部（８）のそれとほぼ等しい長さを有する。
【００５９】
　我々は、ここで、長手方向ポート（７）の端部が螺旋状開口部（６）のそれらとほぼ一
致することを指摘するべきである。
【００６０】
　このように、本発明に係る回転機構（１）の特徴的な構造によって、渦巻形ケーシング
（３）の円筒形本体部（８）の高さは、外部スリーブ（４）のそれの半分とほぼ等しい、
またはさらに大きい。
【００６１】
　図６に示される実施形態の態様によれば、摺動部（２）の特徴的な構造は、適切な穴を
備える摺動部（２）の下部を通した口紅のスティックの成型によって、これが充填される
ことを可能にする。
【００６２】
　この特徴は、下側の包装部品、すなわち基部の組立て前に口紅のスティックを成型する
ことを可能にする。この特徴は、充填ミスが起こったときに、回転機構（１）とともに下
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【００６３】
　１つの補足的な特徴によれば、下側の包装部品、すなわち基部は、有利には適切なカバ
ーによって覆われる充填穴を有さず、化粧ケースの美観を向上させる。
【００６４】
　図１２および図１３に示される実施形態の態様によれば、摺動部（２）の特徴的な構造
は、摺動部の上端による口紅のビュレットの固定、すなわち位置決めによって、口紅のス
ティックを挿入することを可能にし、排気のための穴を備える底部仕切板からなる筐体の
内部に格納される。
【００６５】
　先行する実施形態の態様によれば、化粧品のビュレットを収容するように設計される筐
体の底部仕切板は、摺動部（２）の細長い円筒形部分（１４）の上部に位置する。
【００６６】
　我々は、ここで、示された実施形態の態様によれば、摺動部（２）および外部スリーブ
（４）の上端は、斜めにされるが、これは他の態様であってもよく、摺動部（２）の上端
が斜めにされてもよく、または、摺動部（２）および外部スリーブ（４）の上端は真っ直
ぐであってもよいことを述べる。
【００６７】
　さらに、外部スリーブ（４）のほぼ規則的な、すなわちほぼ一定の直径を有する円筒形
状は、プレス加工を通してこの上端を丸くすること、および特に斜めにされた端部の場合
に尖った縁部領域のすべての存在を回避して、このように感触が滑らかである外部スリー
ブ（４）の上端を得ることを可能にする。

【図１－２】 【図３】
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【図１３】 【図１４】
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